
 

 

令和３年７月６日（火）  曇  Ｎｏ．1 

 

   

▲会長挨拶 ▲新旧会長・幹事 

 

▲河合会員に地区より 

委嘱状 

   

▲誕生日祝 ▲結婚記念日祝 ▲出席表彰 

                                                 

                                                

会長  藤本 光一 

 

皆さんこんにちわ。 

本日は初例会,いよいよ新しい１年が始まります。 

新年度 これからの１年間 会長として務めさせていただきますが、勉強不足な点があり

皆様にご迷惑をお掛けするようなことがあるかもしれませんが、どうかよろしくお願いいた

します。 

それでは、早速ですが恒例の これからの１年間の RI 及び 2680 地区、そして当クラブの

基本方針について述べさせていただきます。 

 

2021-2022 年度  加古川 RC 会長方針  

＜１＞2021-2022 年度  ＲＩテーマ  

『奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために』（Serve to Change Lives） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 会長の時間 



2021-2022年度RI会長 シェカール・メータ氏です。 

●  多様性と会員基盤の向上に焦点を当てる。  

●  会員増強  全世界で120万人を130万人にすることを目標とする。 

 国際ロータリーとロータリー財団の年次目標  

優先事項 1 「より大きなインパクトをもたらす」  

優先事項２  「参加者の基盤を広げる」  

優先事項３  「参加者の積極的なかかわりを促す」  

優先事項４ 「適応力を高める」 

 

＜２＞2021-2022年度第２６８０地区ガバナーは吉岡博忠氏（伊丹 RC）です。 

2021-2022年度  ガバナー行動指針  

“For the dynamic Leaders of futures with Rotary” 

「ロータリーとともに活力に満ちたリーダーを育てるために」  

2021-2022年度  RI2680地区運営方針並びに重点目標  

◆ＲＩテーマ及びロータリーの目標達成を目指してロータリー活動を推進する。  

◆全てのロータリー活動が、リーダーとしての「人材育成」になることに重点をお

く。 

◆重点分野の“ロータリー奉仕デー”推進を支援する。  

◆ロータリーのプログラムを積極的に支援しロータリーと地域社会、世界とのつながりを深

める。 

◆ロータリアンのロータリー並びにＲＩや地区への関心を高め、多くの会員の参画を求め

る。 

◆オンライン会合をサポートする。  

 

2021-2022年度加古川ロータリークラブ運営方針  

＜親睦＞  ＜学び＞  ＜奉仕＞を基本としたロータリー活動の推進  

１、ＲＩ及び地区活動方針に則りロータリー活動を推進する。  

２、会員相互の親睦を図る。  

３、会員の維持及び増強（純増 2名）  

４、地区補助金を活用した奉仕活動の検討  

ロータリークラブは「親睦の場」であり、「学びの場」「奉仕の場」としてとらえ、例会の一層

の充実を図ってまいりたいと思います。 

ＲＩ及び地区の方針ではどちらかといえば従来の例会活動を重視した運営から補助金を

活用した奉仕プロジェクトに活動の重点を移そうとしているようですが、加古川ロータリーク

ラブでは敢えて例会の充実を中心に。 

現在、新型コロナウイルス感染拡大の影響により通常の例会も開催は出来な

いような状況であり、まだまだ先の見えない状況ではありますが、会員の皆様と

共に力をあわせ、加古川ロータリークラブの歴史、伝統を守り、さらにクラブの発

展に努めてまいりたいと思います。  

 

                                                

１） ロータリーレート変更のお知らせ 

７月１日より１ドル１１１円（現行１０９円） 

 幹事報告 



２） ☆他クラブニュース 

例会変更のお知らせ 

高砂 RC       ◇７月２３日（金）→休会[定款第 7条第 1節(ｄ)] 

           ◇８月１３日（金）→休会[定款第 7条第 1節(ｄ)] 

 ◇２０２１-２２年度 例会場→加古川プラザホテル２階に変更 

           ◇例会場所変更予定 

            ２０２１年９月９日(木)１２時３０分～→会議所４階大会議室 

            ２０２１年１０月２１日(木)１２時３０分～→会議所４階大会議室 

            ２０２１年１１月１１日(木)１２時３０分～→会議所４階大会議室 

            ２０２１年１１月２５日(木)１２時３０分～→加古川プラザホテル２階 

 瀬戸の間 

            ２０２２年１月１３日(木)１２時３０分～→加古川プラザホテル２階  

瀬戸の間 

３） ＢＯＸに本年度ファイル、ロータリーの友、ガバナー月信と月信用ファイル､加古川

中央 RC と加古川平成 RCの会員名簿各１冊､、加古川 RC会員名簿２冊を入れて

おります。 

４） 彰化南区ＲＣより創立３８周年記念誌を頂いております。各テーブルにおかせてい

ただいておりますのでご覧下さい。Ｐ６に城直前会長の３８周年祝辞が載っておりま

す。 

５） （株）神戸製鋼所より２０２１年１０月２４日（日）開催予定の「神鋼かこがわフェスティ

バル」について開催中止のご連絡を頂きましたのでご報告します。 

６） 最終例会で配布したハイライトよねやまＶｏｌ．２５５の中に、保地会員がタイ米山学

友会総会に参加された記事が載っておりました。抜萃したものをＢＯＸ配布させて

いただいております。 

７） 本日例会終了後､加古川商工会議所４階特別会議室に於いて７月度の理事会を

開催します。 

     

 

《審議事項》 

１） 

 

2020－21年度収支決算に関する件 

原案通り承認。 

 

     

《審議事項》 

１） 

 

２） 

 

３） 

 

４） 

８月・９月プログラムに関する件 

   原案通り承認。    

予算案に関する件 

  一部修正の上承認。 

鈴木政好氏(オーミケンシ株式会社)推薦に関する件 

  推薦手続きを進めることで承認。 

その他 

  ７０周年について話し合いの場がもたれた。 

 定例理事会 

２０２０-２１年度臨時理事会 

加古川中央 RC 



《報告事項》 

・事務局お盆休みに関する件 

祝日変更の為、お盆休みを令和３年８月１２日(木)～８月１６日(月)に変更。 

《協議事項》 

・例会の進め方等について協議された。 

   

                       

 省 略 ☺ 本年度、会長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたし
ます。 

 省 略 ☺ 城直前会長、久後直前幹事、一年間ご苦労様でした。 

 省 略 ☺ 新年度でございます。一年間、宜しくお願いします。 

 省 略 ☺ 城直前会長、久後直前幹事、一年間有難うございました。 

 省 略 ☺ ガバナー補佐が終わりました。ご協力ありがとうございました。 

 省 略 ☺ 城さん、久後さん一年間ありがとうございました。藤本会長、畑
幹事一年間お世話になります。 

 省 略 ☺ 藤本丸の出航を祝して。 

 省 略 ☺ 藤本会長、畑幹事頑張って下さい。 

 省 略 ☺ 藤本会長、畑幹事のよき門出をお祝いして。 

 省 略 ☺ 藤本会長、畑幹事の船出を祝して。 

 省 略 ☺ 前年度の森ガバナー補佐、城会長、久後幹事、１年間ご苦労で

した。 

 省 略 ☺ 藤本会長、畑幹事いよいよ出航ですね。一年間長いですが宜
しくお願いします。 

 省 略 ☺ 直前森ガバナー補佐一年間大変お世話になりありがとうござい

ました。 

 省 略 ☺ 藤本光一会長の門出を祝して。 

 省 略 ☺ 藤本会長、畑幹事の出航をお祝いして。 

 省 略 ☺ １年間宜しくお願いします。 

 省 略 ☺ １年間不慣れな司会となりますが、何卒よろしくお願い致しま
す。 

 省 略 ☺ 新年度のスタートをお祝いして。 

 省 略 ☺ 日光 CCにて､日本プロのプロアマに参加しました。時松選手会

長と同組で５アンダーでした。 

時松プロは本番予選落ちでした。 

 省 略 ☺ 先週、関東で３回ゴルフしました。ずっとヒドい雨でした。 

土石流怖いですね。 

 省 略 ☺ テーブルの花いただきます。 

以上２１件 \38,000- 

  また、７月のお祝いを受けられた方々より \63,000- 

  \101,000- 

  本年度累計\101,000- 

 

ニコニコ 



 

☆ 今 週 会員数 71名 出席 45名 出席免除 14名 欠席 12名   

☆ 欠 席 者 省略 

 

☆ 前 々 週 会員数 76名 出席 45名 出席免除 18名 欠席 13名  

☆ メ ー ク ア ップ 感謝の集い 6/26 城､久後 

第２弾 髙瀬ガバナーによる新会員セミナー 6/29 桑田圭 

加古川平成 RC 6/30 松尾､𠮷田太､髙田､木下 

                     

 

  例会場当番 

 ７月１３日(火) 髙見､安井 

 ７月２０日(火) 高浜､枝川 

 

 

 

    

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ８月プログラム ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リカルド・デ・パオラさんは、イタリアにおける新型コロナワクチンの供給増加に伴い、予防接

種会場での接種活動とスタッフ管理を求める多くの声が上がることを見越していました。彼は

ベロナ地域で働く医長たちと連絡をとり、クラブがどのように支援できるか聞き取りを始め、政

府パートナーとなれるボランティアの動員に取りかかりました。 

デ・パオラさんはイタリア第 2060 地区のパストガバナーです。2020 年後半に多くの医長と相

談し、ワクチン接種会場を設置・運営するボランティアの圧倒的な必要性を把握しました。そ

こで現地区ガバナーであるディエゴ・ヴィアネロさんと共に、地区内 91 クラブからボランティ

本日７月６日(火) ７月１３日(火) ７月２０日(火) ７月２７日(火) 

新年度初例会 
クラブ協議会 

（公式訪問前） 
クラブ協議会 ガバナー公式訪問 

月 日 行 事 備 考 

８月 ３日(火) 新会員自己紹介 福谷・長谷川幸 担当 

場所変更：加古川プラザホ

テル２階 

８月１０日(火) 例会取りやめ [定款第 7条第 1節(ｄ)3]  

８月１７日(火) 例会取りやめ [定款第 7条第 1節(ｄ)3]  

８月２４日(火) 新会員自己紹介 北山・竹田 担当 

場所変更：加古川プラザホ

テル２階 

８月３１日(火) 例会取りやめ [定款第 7条第 1節(ｄ)3]  

 出席委員会 

 親睦活動委員会 

 プログラム委員会 

会員がスキルを生かして新型コロナワクチン接種を援助 

 
会員の多様な経験が生かされた、イタリアでのワクチン接種キャンペーン 

 



アを募りました。 

「私たち会員は、さまざまな職業を通じて多様な専門知識や経験を積んでいますから、それ

らをあらゆる場面で最大限に役立ててもらいたいのです」と、デ・パオラさんは話します。そう

して彼は、2020 年 6 月、コロナウイルス関連の奉仕を主な目的として掲げる、Marco Polo 

Passport D2060 ロータリークラブの創立会員となりました。 

2021 年 1 月のボランティア募集の呼びかけから一週

間、150 名以上のロータリアンとローターアクターから

申し出がありました。現役または引退した医師や看護

師、それに救急隊員などが含まれます。これらボラン

ティアは、ワクチン接種を受け、都市ごとに異なる実施

要綱を学びました。 

ボランティアの何名かはワクチン管理のために保険に

加入しました。デ・パオラさんとヴィアネロさんは保険業

者と協力して、引退した医師 4 名への補償を整えまし

た。同じく各市町村とボランティア間の同意事項を見

直すための弁護士の有志グループを作り、必要に応

じて法的支援が行えるようにしました。 

「会員の中には保険証書や各種書類を承認できる公

証人もいました。私たちは単なるボランティアではあり

ません。自分たちが活動している企業・団体やそのリ

ソース、そしてこれまでに積み上げてきた経験をすべて生かして信頼を築いています」 

会員は 4つのグループに分けられ、午前と午後のシ

フトを担当し、患者のデータ入力やボランティアの

調整を行いました。また、資格を有している人はワク

チン接種も行いました。 

迅速で効率良いボランティアの働きを見て、現地医

療当局は、地域内すべての新型コロナワクチン接

種のスケジューリング、シフト調整、情報整理、報告

を含むボランティア担当分野にロータリー地区を据

えました。 

デ・パオロさんによると、その後に地元衛生当局の

責任者により、ワクチン接種数の増加と目標達成におけるロータリーの活躍が認められ、称

賛を受けたとのことです。 

「スクフォースのボランティアの名簿は 400 名を超えました。活動時間は数千時間となり、

100,000 名を超す地域住人がワクチン接種を受けました」とデ・パオラさん。ロックダウンの解

除によって、この数はさらに増えることが期待されます。 

この活動は現在、イタリアの全地区で採用されています。デ・パオラさんとヴィアネロさんは、

この活動が今後の先駆けとなるよう、ロータリーの「End Polio Now」にならい、「WE STOP 

COVID」（新型コロナ阻止）を提唱しました。ワクチン接種会場で活動するボランティアは、ロ

ータリー会員ではなくても、このバッジとピンを付けています。 

この歴史的な活動は、ロータリーに対する国民の認識向上にもつながったと、ヴィアネロさん

は話します。 

「地域社会は今、ロータリーがもたらすインパクトを目の当たりにしています。これが、ロータリ

ークラブの新たな力となるでしょう」 

「私たち会員は、さまざま
な職業を通じて多様な専門
知識や経験を積んでいます
から、それらをあらゆる場
面で最大限に役立ててもら
いたいのです」 
 
リカルド・デ・パオラ 

ロータリー会員 

 
 

イタリア第 2060 地区は新型コロナウ

イルスのタスクフォースを設立。数百

名のボランティアを有し、多くのワク

チン接種会場で会員の専門知識を有効

活用しています。この新型コロナの予

防接種キャンペーンは同国のほかの地

区でも採用されています。 


